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〈編集後記〉

ア カウ ン タビ リテ ィとい う言 葉 が最 近 よ く使 われ る よ うにな って きま した 。大学 の研 究者 も

社 会 へ何 故 、何 のた め に どの ような研 究 を行 って い るか分 か りや す く説 明す る責任 が あ る とい

うわ け です が、 この よ うな説 明 は研 究 をす る者 に とって は、義 務 と しででは な く、 喜 び を もっ

て な され る もの では ない で しょうか。 私 の所属 して い る理 学部 物理 学科 で は近年高 校へ で か け

てい っ て、最薪 の物理 の成 果 を分 か りや す く説明 す る出前授 業 の試 み がな されて い ます。 この

ような 出前授 業 を行 っ た者 の印象 の多 くは、授 業 を聞い た高校 生 がい かに熱 心だ った か とい う

もの です 。理 科離 れ が叫 ばれ て いて も、分 か りや す く丁寧 に説 明 すれ ば、熱 意 を持 って受 け入

れ られ る良 い証 拠 と思 われ ます。 また この よ うな熱心 な受 講者 の存 在 は喜 び以外 の な に もの で

もあ りませ ん、張 り切 って授 業 を行 いた くなる もとです。

「低 温 セ ンターだ よ り」 の使 命 も、 この よ うな分 か りやす く丁寧 な研 究 の紹介 にあ るの で は

ない で しょうか。 同 じ大 阪大学 にいて もこれ だ け多彩 な研 究が な され ていて は、他 の 多 くの 方

の研 究 をな かな か知 る こ とが 出来 ませ ん。この よ うな普;通で は聞 け ない興味 深 い研 究 を 「低温 」

をキ ー ワー ドに分 か りやす く紹 介 され て きたこ とが、 ここ まで 「低温 セ ンターだ よ り」 が続 い

て きた原動 力 な ので な ないで し ょうか 。

実 は丁 度100号 で い っ たん この低 温 セ ン ターだ よ りの編 集 委員 を離 れ たの です が本 号 よ り再

び編集 委員 の仲 間 入 りを指 せ て頂 くこ と とな りま した 。 こ こまで 多 くの方 に読 まれて きた 「低

温 セ ンター だ よ り」 です が、 さ らに、 まるで最 新 の研 究成 果 に 目を輝 かす高 校生 の よ うに皆様

に読 ん で もらえ る よ うに微 力 なが ら努 力 したい と思 っ てお ります 。

(藤井研 一)
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表紙 説 明:鉄 に高 い庄 力 を印加 しなが ら電気 抵抗 を測 定 した結 果。(a)ダ イヤ モ ン ドア ン ビル を通 して観

測 した約20GPaで の試 料 。(b)25GPaに おけ る電 気抵 抗 の温度 依存 性。 低温 部 に抵抗 の減少 が

見 られ る。(本 文p.15参 照)


